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中越遺跡は大正の末に、烏居龍蔵博士によつて発見された。

昭和 27年、藤沢宗平先生によ つて、第二次あ発掘がなされ、爾来昨

年 10月 の第九次発掘までに、純紋前期物頭の住居血か実に95軒 に違 ヒ、

―大集落趾であるこどが確認されるに至 らた。

事 ?間、ノ、情―郎教授や、目立奈良文化財研究所長坪井清足先生、

また文化庁調査官ノ1ヽ林逹夫先生などのご指導を受け、膨大 な遺物や記

録の整理 をすすめてまい り:近 く報告書のfll行 の運びどならたことは

欣快に堪えない。

近峙然が村 も都市化が進み、宅地逹戌等により、 この遺跡 も四囲か

ら本第′1侵食されて、 この俸の状態が続けば、文化財保‐護の見地か ら、

憂慮すベーき事態も考え
:ら
れるので、永久保存の計画樹立のため、

1昭和

53年度国県の補助‐事業どヒで、中越遺跡分布た認調査を実施 した。
|

この報告書は、その概要を纏めたものて
゛
ある。

初●
の寒 きの中で、献身的にご尽力を賜わりまヒた調査団長友野良

―先生をは じめ、調査員各位や、県教育委員会の諸先生のご指導に対

ヒ、深甚なる教意を表 し、 もつて序どなす次第である。

昭和 54年 3月

長野県上伊那官田村教育長 林 金  茂



一日例

1.本書は、宮田村教育委員会が昭和53年度国庫補助事業として計画し、実

施した中越遺跡範囲確認調査報告書である。

2.調査は中越遺跡調査団に委託 した。

乙 本書の執筆は、調査団を代表 して友野良一が当つた。

4.調査に当り、土地の所有者ならびに居住関係の各位には、多大な御配慮

を戴いたことを銘記 してお礼としたい。

伊藤務・本田真・ 高橋清八 0有加勝司・小田切鉄男 0池田五郎・ 酒井愛子

飯島金二・ 平沢武彦・ 山浦政治 0大下平八・ 木下岩雄 。松田克治・樋日正

夫・ 伊藤柳治 。江口勝三 0小松浅勝・ 鈴木末男 0下井一郎 0大蔵重樹・羽

場勝美・榎本義男・塩川征二 。本田甲子雄・ 久保田秀司
0近藤源蔵・ 矢田

尊一・ 馬場義文・橋倉一良 0小田切正義・ 三浦正吉 0窪田譲 0間山みつゑ

吉沢力 0立花精-0唐木保 0新井正三 0浦野治郎・ 田中吉郎 0宮下富之進

竹松久男 0太田英聡・ 唐木達雄・ 加藤広治・ 川手順一・ 斉藤和章 0清水定

良 0武井利夫・ 滝沢節男。大西清・ 自川達夫・ 竹松安義・ 小林昭洋
0白 井

長治 0浦野庄衛・唐沢兵二・ 飯島光治。片桐貞治・ 酒井恭一・豊岡外蔵・

飯島勉 。手塚弘・ 馬場武男 0鳥羽英夫 0唐木愛男 。池上敏・新谷節夫
0宮

本芳弥・ 林有則・ 中西英夫・ 吉川定男 0小平守 。伊藤種男・ 長崎紀夫・ 間

山さた子・ 原田丑五郎・ 田中宗一・ 飯島建一・ 原田美二郎 (順不同)

5。 発掘に参加された方々は下記の通りであるO

大沢実・小松博子 。小松英男・ 藤川周一
。墨矢勇夫 。伊藤柳治・春日松已

本田甲子雄 0北沢武雄 0保科兼雄・ 加藤大八 0鳥羽英夫・小松為雄
。平沢

八千子 0小田切房子・ 林美弥子・小松二王子 0宮沢市雄
。自鳥あき子 0太

田利雄・ 春日宗・ 木下進 0春 日修一・保科義重
0酒井伝恵・ 保科徳子

6.整理作業で特別御協力をいただいた方々は、大平聡 `辰野美佐子・小木曽

清 :保科徳子・丸山弥生・伊藤雅―・大沢重男・三沢恵・椎野美佐子・高井

純子・墨矢勇夫の諸氏には文字通り陰の支えになって戴いたことに対 し、心

より深く感謝の意を表するものであるO
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(1) は じ め に

中越遺跡の保存問題は、西原地籍の住宅用地開発計画が具体化したことによ

るものである。そもそも中越遺跡は、昭和 30年末より20余年の長い期間にわ

たって、地道な学術調査が積重ねられて米た日本における数少ない縄文前期前

半の大集落址であるO特に東西両文化の接触が生んだ様々な文化様相が窺える

点で重要な遺跡である。 しかしながら、官田村がかかえている土地利用計画も理

解できる反面、この遺跡の保護保存運動との間に競合が起きるのも致し方のな

いなりゆきとマ`わざるを得なかつたO

昭和 53年 4月 、関係当局から計画案が示されるにおよび、地元研究者によ

る保存運動が表面化し、村当局に保存のための強い要望がなされたO村教育委

員会は県文イヒ課と再三にわたり保存処置について打合せを行った。その結果、

国・県より補助を受け、発掘調査が行われることが決った。 しかし遣跡の実態、

とくに遺跡の範囲が確認されていない段階にあつては、保護保存の問題も、土

地開発の問題も具体化することは困難であった。そこで県文化課の見解に従い、

遺跡の範囲確認調査を実施し今後の協議・検討の基礎的資料を作ることになり、

昭和 53年度の国庫補助事業として今回の調査が行なわれたのであるO

調査は、中越遺跡調査団を■0月 に結成し、事務局を官田村教育委員会に置

いた。調査団の構成は次のとおりであるO

中越遺跡調査団

顧   間

団   長

調 査 員

向 山 雅

友 野 良

丸 山 弥

和 田 武

赤 羽 義

官田村教育委員長

日本考古学協会員

上伊郡考古学会員

長野県考古学会員

重
　
一
　

生
　
男
　
洋
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小木曽

林

森 下

古河原

竹 松

清

茂

清

治

恵

官田村考古友の会々長

官田村教育長

宮田村教育次長

官田村教育委員会

(a 中越遺跡研究のあゆみ

中越遺跡が遺跡として知られたのは、大正末年、鳥居龍蔵博士が「先史及原

史時代の上伊 Jll」 編集のための調査の際確認され、その後、昭和 27年になつ

て「信濃史料」編集の折、再び注 目されたOそ の頃より上伊那考古学会員によ

る遺物の表面採集による調査が始められていたOと ころが昭和 30年に宮田中

学校の建設工事が行なわれると、道路の断面に多数の住居址断面が露出したの

である。その際多くの上器や石器が採集されたが、その土器については極めて

特徴のあるものであることがわかり、恐 らく縄文前期関山式並行の特有の上器

であろうと考えられるようになつこO

昭和 31年 11月 、上伊那考古学会のメンバーと藤沢宗平、樋口昇一氏らに

よって第 1次発掘が行なわれた。この発掘では第 1号住居址一軒 を発掘 し、他

に二軒の住居tlLが 存在することを確認するにとどまったが、続 く昭和 32年 3

月、第 2次調査が行なわれ第 2号～第 4号住居tlLを 発掘し、縄文時代前期の集

落址 として把握されるにいたつたO

その後遺跡内に宅地化が進んできたため、昭和 43年、 44年の二回にわた

って広範囲な発掘が行なわれ (第 3次、第 4次調査 )、 その結果第 52号 まで

の住居址 を発掘または確認したのである (図 2)O  この 2回の発掘によつ

て、中越遺跡は住居址数の多いことでは、他に類例を見ない「大集落址」 とし

員

局

査

務

調
　
事 金

正
　
正
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て確認されることとなつたOこ の発掘の成果によ.り 昭和‐45年に官田村福祉セ

ンターで開かれた「中越遺跡をめぐる諸問題国 と題する長野県考古学会第四回

シンポジウムが開かれたが、結局は「土器論」に終止 した形となつたOそ の後、

渡辺誠氏により研究上の方法論の欠除が指摘されることとなつたO

第 3次、第 4次の調査以後より、大規模の圃場整備事業に伴う発掘と中央道

建設のための埋蔵文化財包蔵地の調査が進められる中で、昭和 52年 12月 同

村内に所在する縄文時代草創期の向山遺跡の保存問題 をヽきっかけに、中越遺跡

の国指定の論議がもちあがり、中越遺跡は保存の方向に進むこととなつたので

ある。

そして、昭和 51年 8月 、中越遺跡の本格的な整理作業を前に第 5次の調査

が行われ、その後、住宅建設などに伴い第 7次、第 8次の発掘が行われたO

中越遺跡はこれらの発見以来、特徴的な土器解明のため発掘が進められ、大

規模な発掘にようてその集落 としての認識がなされ、第 5次の調査以後は保存

を前提として、研究上の方法論的な問題をも含んでの研究が進められてきたO

昭和 53年度は、国・県の補助事業 として遺跡範囲確認調査が実施されたが、

その結果総計 95軒の住居址が発見された。中越期の遺跡の面積は約 5.44
ヘクタールに分布していることも確認することが出来た。

(0遺 跡 の

中越遺跡は、長野県上伊郡郡宮田村中越にあつて、伊那谷の他の多くの遺跡

と同様、天竜川によって形成された河岸段丘上に立地する (図 1)o この中

越の段丘は中央アルプスの山麓より流れる天竜川支流小田切川によって、中越

遺跡の南方 1.5キ ロメートルに位置する駒ヶ原南遺跡の立地する駒ケ原段丘と

地立
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区別される0北側は同じく山麓より流れる大沢川を境に伊rll市赤木・下牧地籍

と行政区分がなされているO従って中越遺跡は、山箆より伸びる狭長な台地の

ほぼ中央やや東寄りに展開していると言えるO一方駒ケ原南遺跡及び駒ケ原下

遺跡は、中越の段丘と平行して同じく東西に細長く、その南側は中央アルプス

木曽山脈の主峰駒ケ岳より流れる大田切川によつて深く開析され、伊那谷特有

の典型的田切地形を呈し、現在でもなお交通の重大な障害となつているO

に)調査地点の配置と調査坑 (第 2図 )

過去の調査の知見から、中越遺跡の中心部は、現官田村役場の東北部で、北

は大沢川右岸河成段丘上まで、東は伊那市西.春近の赤木・下牧両部落に通ずる

道路 (通称赤木線 )ま で、南は中越北線道路まで、西は現平沢製作所に通ずる

あぜ道まで約 1.6ヘ クタールくらいと考えられていたO

しかし、その後の分布調査の結果、もつと広い地域に分布していることが確

第 1図 遺 跡 の 位 置 図
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認されたOそ こで、今回の範囲確認調査では、それらの区域まで調査を拡張す

ることにした。

この対象地区の中で、赤木線の東側一帯は、一応遺跡を避けたということで、

昭和 40年以米、住宅が急ピッチで建てられてきたOこ の住宅地域の調査は困

難であったが、それでも許される範囲で、庭先までも場所を選んで調査 した6

今回の調査は、既調査区を極力避け、未調査区域に重点をおき、大きく3地

区に分けて実施した。

第 1区は、前述のかつて遺跡中心部と考えられていた既調査区域の東側と西

側。

第 2区 は、第 1区の東側より中越神社西までと、中越北線 ……中越南線には

さまれた地域の大部分。

第 3区は、中越南線と小田切川左側河成段丘上までであるが、今回の調査か

らは除外した。

調査の基準は、国道 153号線バイパスと中越北線が交叉する点を基点とし

て、中越北線の道路北端を東にむけ、これを基線とした。この長さは 560π

あるが 10π ごとに南北に区切った。次にこの基線に対 し垂直 (東西 )に 10

πごとに区切 り基線をNと し、南からA～ Z4まで 30区切りしたO  これに

よってできる 10れ X10π のグリットの名称を調査坑の位置名としたo調査

坑は2X2π叉はlX4れ であるO

調査は整理上、第 1地区と第 2地区に区分したが、第 1地区の調査坑は次の

とおりであるO

10。  14. 17 20. 26 27 52 40. 46-47 54. 57-74. 80-82. 145-155.

15Z～ 205ま での 32坑 を設置 した。

第 2区調査坑は 1～ 9 11～ 1615～ 1418～ 1921～ 22.24～ 2&
28-26し 38-59 41.-45。  48-5355-56 75-79 83-144. 1 56 CD

l15坑を設置し、両地区で合計 205坑である。

-5-
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黒褐色土層

赤褐色土層
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(D土 層 の堆 積 状 態  (図 4,5)

土層は主に調査坑の北壁を主として実測したが、調査の都合上他の壁をした

例もある。

調査区域が相当広範囲にわたったので、全坑表示が妥当と考えられるが地形

状から今回は中越北線にそって東西の堆積状態を表示した。調査坑のレや馨
:

は第一層上面で行なったO ttI層は耕土で20～ 40"黒色±6第 I層は耕土の

下部で耕作が行なわれていない層で黒色土。

水田の場合は耕土の下に 10～ 15勧厚さの地場層が入る。第Ⅲ層は,`場所

によって異なるが 20“内外で黒褐色土層であるOⅣ層はこれも場所によつて

差異はあるが、平均して 20"前後であるO ttV層はローム層であるO■ ―ム

層は一定していないO第Ⅵ層は古期ロームを含んだ砂礫層であるO

遺跡地の傾斜は、東に2%北に 1%の 角度をもつた地形の上に立地している。

(0遺 物の包含状態  (図 0,

土層は主に調査坑の北壁を主として実測を行なつたO今回の調査区域が相当

広い範囲に及んだので、調査坑全体を図化することは困難であることから、柱

状図は遺跡の中央を東西に徒る中越北線に添らて設置 した。

土層の標高の測定個所は主に北壁にしたが、特定の個所については、その個

所で定めたO

土層の標準断面は 70坑を採用した (第 6図 )第 I層は耕土で 20～ 25"黒
°
           .ノ

色、Ⅱ層は 15～ 20“黒色土縄文中期、縄文前期の土器が認められたOⅢ層は

20～ 50“黒褐色土層で、縄文中期と前期が混じって検出されるが、縄文前期

の遺物の方がやや下層に分布しているOⅢ層の下部にはほとんど遺物は認めら

れないoⅣ層は 12～ 20"で赤褐色土層で、遺物は全 く認められなかつたOV

層はローム層であるO
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調査坑 70  S=1:10

第 6図 第70坑遺物分布図

凡   例

● 紀支前期
○ 縄文中期

△  石   器

吻 ロ ー ム 層
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(つ 遺構・遣物について (図 2.a9図版乙4.810.12.)

1.遺   構

a、 1区について(図 2.へ 図版 64.al■ 12)    |

本地区の面積は■4ヘ クタールであるO調査が行なわれたのは合計 90坑

であり、その うち住居址が確認されたのは次のとおりであるO

第 1表 A 縄文前期の住居跡

B 縄文中期の住居跡
住居跡番号 85 86

調査坑番号 188 198 188
148 148 155

これにより、 1次調査より今回の分布確認調査まで合計 92軒の住居址を

調査することができた。その外土羨・配石・ピット・マウンド等の遺構も確

認している。

b、 2区について (図 2.9、  図版 4.5.6.Z81o16)

2区は 1区の東側と南側に分布する地域であるo面積 l■・16ヘ クタールの

広い地域をわたっているOその うち住宅とかェ場地帯が三分の一を占めてい

る地区であるO今回の調査では住宅 と住宅 との空地にも許される範囲で調査

坑を設置 して、この区域の分布傾向を見る様に計画 した。調査坑は合計 115

坑で、そのうち住居址として認められたのは、 8991.107 1081o9
111.120。 151.165。 146の 10軒であるO

2区内の南端に位置 していた第 97坑は後期の住居址であることが確認さ
れたが、これは 6区の区画に入るのかもしれない0ま た、第 120坑 から図
版 8で見るような後期の注目破片が出土 しているOその外、第 102坑の土
羨からは条痕文を施 した弥生前期の壺と小形の甕 (図版 9-1.2、 15-4)

住居跡番号 68 78

調査坑番号 183 185 185
・
８ 187 190

-12-



が捨てられた状態で発見されているOこ れらの事実から2区 と6区の境はあ

る巾をもつて交叉 しているように考えられるO

2.遺   物

a、 1区 について

調査区域における遺物の分布状態は、「調査坑別遺物出土一覧表」で判断

できるが、さらに詳細に考察してみると、赤木線より東の畑地区の第 20。     "

5746.70。 74 の調査坑に遺物密度が高かった。特に第 70坑では中越

I群の土器が 50片、工群、Ⅲ群の土器が各 2片出土 し、 I群のものが圧倒

的に多かった。しかしこの地区全体では I群 とⅡ群に属する中越期では古い

とされてい.る土器はほぼ同数検出されたのに対 し、新 しい とされるⅢ
I群の上

器は殆 ど発見されなかつたOこ のことは、この地区が神の木期の分布範囲で

ないことを示 しているO

次に第 148坑についてであるが、ここからは I群 7片、Ⅱ群 1片 とI群

が多 く、 152坑 ではoI群 4片、Ⅱ群 6片 とほぼ同数であつたoこ れらに

ついても前述の傾向と同じであるといえるO

これに対 し、 151坑 では I群 2片、Ⅱ群 1片に対 し、Ⅲ群は 9片 と多か

った。 このような I・ Ⅱ OⅢ群が混交 して発見される地域は、 1次～ 4次

の調査地域であり、これは中越期でも新 しい時期であるが、 151坑 もその

類似地域 と考 えられるO

しかしなが ら、 これら 3坑とも住宅密集地の中の僅かな問隙を縫って調査    ハ

できた程度でありヽ住宅の下にはたして遺跡、遺物が残存 しているか心配さ

れるO                                        "

次に第 1次～ 4次調査地区より西側の、国道 153号線バイパスまでの地

区においては第 159～ 205塊 まで合計 37坑 を調査 したo

そのうち、 I郡のみの坑はほとんどなく、二・五群の上器を共伴する坑は

第 169170。 175。 179180。 185～ 189 191の 合計 11坑であるO

特にⅢ群の土器を多く出土するのは第 188坑で、土器の 56カ が皿群の土
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器でしめられているOこ のことは、第 2次調査での 2号住宅地附近の出土状

態に似ている感があるO

第 1～ 4次の調査区域の東側赤木線までの間に未調査個所があったので、

この間に第 192～ 2oO坑 まで 9個所の調査坑 を設けて調査を行なつたと
ころ、第 192.195.19Z200坑 では IOⅡ・ Ⅲ群の土器が共伴した。その

他 196194.196.198199の 5坑か らは、Ⅲ群の上器は少なくIOI

群のものが多かった。この地区内の遺物の分布状態は I・ I群が集中すると

ころと、Ⅲ群が多いところと小区分があることが予測さガる地区である。あ

るいは、この地域には第8次調査の時発見された土羨、マウンドなどが分布

しているところょり、住居址以外の遺構が存在する地域かも知れない0

そのほか、少量ではあるが、縄文中期土師、灰釉、中世陶器などが発見さ

れた。

2区の遺物について、本地区の遺物は「 調査坑別遺物出土数一覧表」で理

解することができるが、総 してみると、ほとんどの坑から縄文中期中葉 と後

葉の遺物が出土するOそ して、 115坑 中住居址が確認されたのは、 89

91.107 1o8.109111.120.151.165.146.坑で、その数は 10軒

で調査坑との比率は約 1割 に達する密度を有 していることに注 目しておかな

くてはならない○

後期の住居址は 97坑であるOこ れより南は 6区で縄文後期の遺跡であるO

特にこの区域で注目しなければならないのは 102坑の土羨中より発見され

た弥生前期の土器であるが、この附近には縄文晩期も弥生時代の遺物も発見

されていないことでFnt題になることであるO今後の調査にまちたいO

図版の遺物につぃて (図 7,8)

今回の調査で発見された遺物にっぃて簡単に説明すると、中越遺跡の遺物の

分類については、現在五次～九次
の整理が終 らない段階では正式な編年は決定

できないので、今回の報告では、中越期の土器を大きくIOI・ Ⅲ群に区分 し
た段階で報告するが、各群はさらに数類に細別される予定であるO
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第 2表調査坑別出遺物出土数 (1)

整

理

番

号

調

査

坑

番

号

継 文 土 器

弥
生

（
前
）

土

師

須

恵

灰

釉

陶

器

内

耳

器石 そ の 他

縄文前期 縄文中期 緩蚤
絶
文

石

　

　

数

石

錐

石

垂

石

匙

打

斧 石

磨 黒

燿

石

横
刃
型
石
器

礫

器

鉄

片

本

炭

１

群

Ⅱ

群

皿

群

前

半
中

後

半

前

半

後

半

晩

期

1 1

1

1

1

8

1 t21 1

1

1
1

1
1

1 1

1
1

1

1

1
1

1 1

1 1

( )内は個体数
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番
1番 II

号 1号 1群

|…

…
|→

第 2表調査坑別出遣物出土数 (2)

( )内 は個体数 -17-



整

理

番

号

調

査

坑

番

号

組 文 土 器

弥
生

（
前

）

土

師

須

恵

灰

釉

陶

器

内

耳

器石 そ の 他

組文前期 組文中期
組 又
後 期
縄
文

石

倣

石

錐

石

垂

石

匙

打

斧

磨

石

黒
　
燿

石

横
刃
型
石
器

礫

器

鉄

片

木

炭

１
　

群

Ⅱ
　
群

Ⅲ

群

一削
　
半
中

後

半

一馴

半

後

半

晩

期

1 1

1

58 1

1 1 1 1

1

19 1 1

1

1

1

1
1 1

1 1

1

1 1

1 8

1 1

78 1

1 1 1

1 1

第 2表調査坑別出遣物出土数 (鋤
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第 2表 調査坑別出遺物出土数 (4)

整

理

番

号

調

査

坑

番

号

組 文 土 器

弥
生

（
前
）

土

師

須

恵

灰

釉

陶

器

内

耳

器石 そ の 他

組文前期 縦文嗜期
組 文
後 期
組
文 石

倣

石

錐

石

垂

石

匙

打

斧

磨

石

黒

燿

石

横
刃
型
石
器

礫

器

鉄

片

木

炭

Ｉ
　
群

Ⅱ
　
群

Ⅲ

群

一別

半
中

後

半

一馴

半

後

半

晩
　
期

1

1

1

1

1 1 1

1

1 1

1

(2 1

1

1 1

1

1 5
1 1

1 1 1

1 7 1 1 1 1

1

1

1

1 7

1

1 1 1 1 1

1 1
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整

理

番

号

調

査

坑

番

号

組 文 土 器

弥
生

（
前
）

土

師

須

恵

灰

釉

陶

器

内

耳

器石 そ の 他

組文前期 継文中期
組 又
後 期
縄
文

石

鏃

石

錐

石

垂

石

匙

打

斧

磨

石

黒

燿

石

横
刃
型
石
器

礫

器

鉄

片

木

炭

１
　

群

Ⅱ
　
群

皿
　

群

一刷

半
中

後

半

一則

半

後

半

晩

期

1 1 1

1

1

1 1

1 1

1

1

122 1

1
1 1

1 1
1 1

127 1

1

1 1
1

1 1

1

1 1

1 1

第 2表 調査坑別出遺物出土数 幅)
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第 2表調査坑別出遺物出土数 (6)

1401 1 1

( )内 は個体数
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第 2表調査坑別出遣物出土数 (7)

整

理

番

号

調

査

坑

番

号

組 又 土 器

弥
生

（
前
）

土

師

須

恵

灰

釉

陶

器

内

耳

器石 そ の 他

組文前期 縦文中期 饗蚤
継
文

石

倣

石

錐

石

垂

石

匙

打

斧

磨

石

黒

燿

石

横
刃
型
石
器

礫

器

鉄

片

木

炭

１

群

Ⅱ

群

皿
　
群

一馴
　
半
中

後

半

一馴

半

後

半

晩

期

48

1 1 1

1 1 1 1 1

1

169

1 1

1 1

1
1 1

1 1
1

1

177 1 1

178

1 1 1

1

1

1
1

1 1

フ

1 1

188 299 1

1 9
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整

理

番

号

調

査

坑

番

号

織 文 土 器

弥
生

（
前
）

土

師

須

恵

灰

釉

陶

器

内

耳

器石 そ の 他

縄文前期 継文中期
組 又
後 期
縄
文 石

倣

石

錐

石

垂

石

匙

打

斧

磨

石

黒

耀

石

横
刃
型
石
器

礫

器

鉄

片

木

炭

Ｉ
　

群よ1革
一別

半
中

後

半

一削

半

後

半

晩

期

1 1 1

1 1

1 1 7

31 5 7

1 1

14 1 1

21 1

1 1

205

合  計
↑

７

θ 7 1 1圧 1 1

6959

第 2表調査坑別出遺物出土数 18)
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出土 遺物 につい て

第 二群土器 〔縄文前期の土器〕  (図 8)

1:は 104坑 出土。器壁は 0.6～ 0.5"ほ どの薄い土器で指痕 を有 し、精

選 された胎土で堅 く焼成されて
いるO器形は深鉢形 と思われるO縁帯部に半

裁竹管を使用 した細線を縦位、斜位に施 し
ている。頭部は同一施文具で左か    。

ら右に強 く押引いているO

2は 70坑出土。器壁は 0・ 2～ 0.4"の 薄手指痕文土器で精選された胎土    ,

で堅 く焼成されているO器形は深鉢形と思われるO縁帯部に半我竹管具によ

り鋸歯文状に施文されているO口 縁部の刺突は左から右
へ押引いている○

3は 192坑出土O器壁は□。25～ 0.5"の 薄手指痕文土器○胎土は良好

で堅 く焼成されている。

4は 195坑出±o3の上器とほとんど同 じものであるO

5は 169坑か ら出土。器壁は 0・ 25～ 0.5"の 薄手指痕文土器であるO

器形は深鉢形と思われるO器面には半裁竹管具にて斜位に施文され
てい るO

口唇部に押引き状の刺突文を施すO

6は 169坑から出土した土器で、 5の土器と同類のものであるO

7は 169坑から出土した土器であるO器壁 0.3～ 0.5"の薄手指痕文で、

日唇部に左から右の方向に刺突による押引文が施され
ているo器面は半裁竹

管具により鋸歯状に施文されているO縁帯部と胴部との境は隆帯状に高く
し

て、 しばしばつまみあげたような刻み目を施す。隆帯は粘土紐の貼付による

のではなく、縁帯部をつくる粘土枝を胴部上の端の外側に少
々重ね合せて接   .

合したのではないかと思われ、接合の強度を増すのも兼ねて、装飾的に刻み

目を施 したのではなかろうかと思われるO                   P

8は 179坑出土。口縁部で器壁は 0.4～ 0.5御 、薄手指痕文の土器。色

調は赤褐色で、胎土は精選され焼成良好。器面にはわずかに擦痕が認められ

るO

9は 190坑出土。器壁は 0.6～ 0.8“ と中厚手で、口唇部の下方に 4～
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4.5御の巾に縁帯部が作られているOこ の縁帯部には 4条 1細の植物の杢状

のもので細線を縦位、斜位に施している。縁帯部と胴部との境は前述 7の手

法と同1兼なやり方で接合させている。

10は 185坑 出土の波状口縁の上器であるO器壁は 0.4γ o.5“の中厚

手で指痕があり、縁帯部には 4条の並行波線文が 1.0～ 1.2"の 間隔で斜位

に交叉する方法で施文されているO縁帯部の中は48″で、胴部と縁帯部の

境には縁帯部を施文 したのと同一器具で縦に押圧したと思われるあとが認め

られ る。

11は 176坑出土の土器で 10と ほぼ同類のものであるが、日唇部に荒

く箆状器具で刻み目が施されているところが異なるところである。

12は 148坑出土の上器。器壁は 0.5御で口縁部 と縁帯部の巾は 4.5御

で器面には 1本 または 2条の細線が斜めに交叉する状態で施文されている。

縁帯部と胴部の境は隆帯部をつくり、その隆帯部には箆状器具で斜めに刻み目

目が施されている。

13は 15ろ 坑か ら出土 した土器であるO器壁は 0.4～ 0.6働 と厚 目のも

ので、 12と ほとんど同 じ系統である。 12の隆帯より高く亥Jみ 日も大きい0

口唇部に箆先でひいた刻み目があるO

第Ⅲ群土器 L縄 文前期の土器 〕 t図 8)         .

14は 180坑出土の土器。器壁は 0.6γ O。 8“で波状回線の中厚手であ

る。口縁部下頭部までの間に左右から引かれた幾条かの沈線は菱形の文様を

描き出している。中越特有の文様である。

15は 170坑出土の1土器。器壁は 0.6～ 0.8物の中厚手、口縁は波状口

縁で垂下隆帯のある無文のもので、器形も 14と は異なり頭部のくびれの少

ない土器であるが、 15の土器と同じものであるO
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第Ⅲ群土器 [縄文前期の上器〕 (図 8)

17は 170坑 より出上 した土器で、器形は 0.6～ 0.8"の 中厚手平底深

鉢形 と思われるO口 縁部に左から右へ先が二つに害Jれた棒状の刺突文が施さ

|れ、その下部に 10あの無文帯をめぐらし、その下にろ
“
の斜縄文、 2御の

無文帯斜状文といった文様構成である。

18は 151坑出上の上器であるO器壁は 0。 4～ 0.6御で、繊維を含んだ

斜縄文の深鉢形であるO                           .

19は 151坑出上の土器であるO器壁は 0.4～ 0.6“、縦位に単節の縄

文が施されているO

20は 180坑出上の土器。器壁は 0.6～ 0。 7御で結節の羽状縄文を施文

した平底深鉢形 と考えられるO

21は 185坑出土の上器であるO器壁は 0.4～ 0.5"の 復節斜縄文を施

した平底深鉢形である。

22は 81坑から出土 した土器。器壁は 0.6～ 0。 7"の羽状縄文であるO

23は 185か ら出土した土器で、文様は斜状文である○

24は 18o坑、 25は 170坑出上の羽状縄文の土器であるO

26は 175坑出土の土器で、器壁の厚さは 口。6～ 0。 7御。一部の表面を

のこして大部分剥ぎ落 し、その一部に先を数条に割った施文具で押引いた文

様が窺える土器であるO

27は 188坑 より出土 した土器で、器壁は 0.6～ 0.8"○ 口縁部文様は

口縁部の下部か ら長さ 1.2鋼 の巾で左から右へ 6条爪形文が施文されている○   “
28は 175坑から出土 した土器で、器壁は 0.6～ 0。 7翻 の口縁部で、日

縁にそつて長さa8～ 0。 9御の連続爪形文が一条施され、その下は無文帯の    r

土器片であるO
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縄文中期の土器 (図 9、 2区出土 )

1は 46坑、 2は 45坑、 3は 106坑出土の土器であるO文様構成から勝

坂式に比定されるものと考えられるO

4は 111坑出土O縄文中期の初頭に位置付される土器であるO

5は 128坑、 6は 109坑 出土の土器で、井戸尻式に比定される6

7は 98坑 、 8は 107坑 出土の土器で、いずれも粘土紐を縦位、横位に

貼付けあり、縄文中期後葉の古いところに位置付けられるO

9は 8坑、 10は 111坑 出上の縄文中期末の中頃に位置する土器であるO
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(0結 び (遺 跡 の範 囲 )
以上論述 してきた結果、調査の目的である遺跡範囲の想定を試みるならば、

次のようにまとめられるであろう。本遺跡は大きくは 1区 (縄文前期 )、 2区

(縄文中期 )、 5区 (縄文中期・後期 )の 3地区に区分することができていた

が今回の調査のねらいは 1区の縄文前期と2区の縄文中期の区域の範囲を明ら

かにすることに焦点を絞つて調査を行なつたO

l区の西限が国道 155番線バイパス線あた りに求められることは、遺物の

出土状況から推 して論をまたないところであるO同様にして東限は中越北線の

lL第 10調査坑の地点附近として大過ない と考えられるO次いで南北の範囲を

みるならば、北限は大沢川の右岸段丘上までで、南限は官田村役場の食堂北隅

一 中央グランド北西附近 一 中越北線と赤木線を交叉する地点 一 第 67坑 を

を結ぶ線であることが、遺物の出土状況から推 して考えられるO次いで 1区縄

文前期の分布範囲は、東西 67om、 南北 160π 、面積約 5。 4ヘ クタールに

わたることが確認された。また、遺物の包含層は、第Ⅲ層黒褐色土層中に集中

していることも合せて確認された。 t第 6図 )

2区の西限は、国道 155号線までO北限は 1区 と境をなしたあと大沢り|1右

岸を東進するO東限は中越諏訪神社付近までO南限は中越北線とほぼ平行であ

その面積は約 15ヘ クタールに達する広大な遺跡であることが確認された。

今回の調査では 2区までで、 5区 (縄文後期 )の地区迄にはおよばなかつたO

既調査 と今回の調査を通 じて知 り得た重要な事項の二、三をあげるならば、

まず第一に縄文前期の集落の規模がわかつたことO第二は縄文前期初頭に位置

する集落が既調査の西北 と赤木線の東にあり、中心の既調査区域には、縄文前

期初頭の集落に神之木期の集落が重復 した形 となつていることが確認された。

なお、この区域内には土漿及びマウンド等が発見されていることから、本遺跡

を全般的に調査することができ得るならば、空閑部分も含め集落としての全機

能の構成が明らかにすることができるだろう。

終 りに、中越遺跡がどのような形で今後保存されるようになるか、未だ予知

できる立場ではないが、保存の必要性を提唱した者 としてもつと具体的な保存

と活用の方策を立てて世に示 し、理解を深めてもらわなければならない責務が

あることを自己に言い聞かせ、結びの言葉に代えさせていただきますo
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１

蝠

①遺跡遠景 (東 方より)

②遺跡全景 (東 方



①遺跡遠景 (西 方より)

②遺跡全景 (南方小田切川の段丘上)
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３

①188調査坑

83号住

②190調査坑

81号住

③191調査坑

79号住
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警罐藝瞥1腎・1ず|

①H2調査坑

②161調査坑
65住

③196調査坑
82084準主
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＝
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層

①102調査坑

弥生前期の

壺出土

②86調査坑

③97調査坑
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①H2調査坑

,②131調査坑

縄文中期と

1 縄文後期が出土

③137調査坑
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①108調査坑

②104調査坑

③151調査坑

地層断面
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169坑

191坑

196坑

170坑

111坑 120坑
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①102調査坑

弥生前期の土

器出土状況

②102調査坑

弥生前期の

土器出土状況

③120調査坑
石皿出土状況
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② lo9調査坑地層

① 98調査坑地層

③ 166調査坑地層
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①第1区の調査
状況

②第1区の調査
状況

③第1区調査
の測量



図

版

１２

② 176坑① 147坑

180ち記

③ 188坑



図

版
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① 91調査坑

② 91調査坑

④ 102調査坑③ 102調査坑
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